
　今中期経営計画では、内外の経営環境の変化をリスク

と機会の観点から適切に把握し、当社の強みを踏まえ、戦略

を策定しています。

　当社エリアには、今後、北陸新幹線延伸やなにわ筋線、大規

模拠点駅開発の3大プロジェクト（大阪・三ノ宮・広島）など、

多くの成長機会があり、それらのチャンスを最大限活かすべく、

中長期的な視点で先手を打っていきます。また、観光資源が

豊富であり、かつアジアから近いといったエリア特性を活かす

ことで、インバウンドをはじめとする観光需要も取り込み、

エリア活性化につなげていきます。

　一方、リスクとして、人口減や自然災害の激甚化、大型設備

の老朽化など、内外の厳しい環境を認識し、事業の持続可能

性を確保する観点から、新たな技術などを活かした生産性向

上、防災・減災対策、および大型設備の更新を機とした機能

強化にも積極的に取り組んでいきます。

　このレポートでは、JR西日本の事業、産業および世界の資本市場について
のJR西日本の現在の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望に
ついても言及しています。
　これらの将来の展望に関する表明には、さまざまなリスクや不確かさがつき
まとっています。通常、このような将来への展望に関する表明には、「かもしれ
ない」、「でしょう」、「予定する」、「予想する」、「見積もる」、「計画する」、又は
これらに類似する、将来のことを表現する言葉が用いられています。
　これらの表明は、将来への予定について審議し、方策を確認し、運営実績や
JR西日本の財務状況についての予想を含み、又はその他の将来の展望について
述べています。
　既に知られた若しくはいまだ知られていないリスク、不確かさその他の要因が、
かかる将来の展望に対する表明に含まれる事柄と大いに異なる現実の結果を
引き起こさないとも限りません。JR西日本は、この将来の展望に対する表明に
示された予想が結果的に正しいと約束することはできません。JR西日本の
実際の結果は、これら展望と著しく異なるか、さらに悪いこともありえます。
　実際の結果を予想と大いに異なるものとしうる重要なリスクおよび要因に

「人口減少に伴う市場の縮小や労働力の減少」や「自然災害の激甚化」を
含むリスク情報について、有価証券報告書にて開示しています。

https://www.westjr.co.jp/company/ir/library/securities-report/
pdf/report32_04.pdf

①仕事への誇り・使命感
②仕事のやりがい・達成感
③主体性・考動する力
④心身の活力
⑤職場の取り組みへの参画
⑥ワーク・ライフ・バランス
⑦ＣＳマインドの醸成
⑧職場風土（相乗性・思いやり）
⑨技術継承・能力向上のための取り組み
⑩上司とのコミュニケーション
⑪正当な評価・報酬
⑫能力向上のための機会
⑬現場情報の施策への反映（現場起点）
⑭経営方針（中計等）の浸透・共有した行動
⑮会社への誇り
⑯多様性・働き方改革

経営環境の変化と当社の強みを踏まえ、戦略を策定

人口減少に伴う市場の縮小や
労働力の減少

大型設備の更新時期の到来

自然災害の激甚化

技術革新（自動車の自動運転等）

リスク
中期経営計画2022

見通しに関する注意事項

機 会

地域の皆様と連携する力 グループ一体で施策を展開する力

都市部への人口集積

北陸新幹線延伸等のプロジェクト

訪日観光客のさらなる増加

女性や高齢者の活躍

地方創生の動き

技術革新（AI等の活用）

地域価値の向上

線区価値の向上

事業価値の向上

インバウンド需要の獲得

など

強み

　社員の働きがいに関する状況を把握する１つの方法として、2008年度より、全社員を対象にアンケート調査を実施しています。

　有力他社との比較では、「①仕事への誇り・使命感」「⑬現場情報の施策への反映（現場起点）」といった項目は高い水準ですが、前回調査

から全体的に下回る結果となりました。

　そのような中でも「③主体性・考動する力」をはじめとする4項目が向上するなどプラスの変化もありました。

■ 2018年度社員意識アンケート

有力他社と比べて 2017年度と比べて

※ 一部項目の質問については有力他社にないものが
あります

平均点4.0以上：非常に高い
平均点3.5以上：高い
平均点3.0以上：普通
平均点3.0未満：低い

当社（2018年度平均） 有力他社平均 2018年度 2017年度
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は、以下の項目が含まれますが、それに限られるわけではありません。
・ 財産若しくは人身の損害に関する費用、責任、収入減、若しくは悪い評判
・ 経済の悪化、デフレおよび人口の減少
・ 日本の法律、規則および政府の方針の当社にとって不利益となる変更
・ 旅客鉄道会社および航空会社等の競合企業が採用するサービスの改善、価
格の引き下げおよびその他の戦略
・ 地震およびその他の自然災害のリスクおよび情報通信システムの不具合に
よる、鉄道その他業務運営の阻害
　このレポートに掲げられたすべての将来の展望に関する表明は、JR西日本
に利用可能な情報に基づいて2019年8月31日現在においてなされたもので
あり、JR西日本は、将来の出来事や状況を反映して、将来の展望に関するいか
なる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。
　なお、2005年4月25日に発生させた福知山線列車事故に関する今後の補償
費用等については、現時点で金額等を合理的に見積もることが困難なことから、
本レポートの見通しには含まれておりません。
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■ 社員の年齢構成  （2019年4月1日現在） ■ 労働者に占める女性の割合
　 (管理職、役員それぞれについて)

■ 男女別採用者数および女性の割合の推移※

■ 有給休暇取得率

■ 管理職および指導者層の女性比率 ■ 月平均残業時間 ■ 育児休職適用数の推移
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※ 新卒（第二新卒含む）、契約社員を対象とする社員採用、
経験者採用のすべてを含む

2019年4月1日時点

2018年度消化日数平均17.5日/20日

女性の割合
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リスクと機会の認識と対応 人財・働きがいに関するデータ（単体）
価値創造を支える基盤めざす未来に向けた価値創造の戦略私たちの原点 データ集
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